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清華学校における学生演劇
一一洪深の『貧民惨劇』を中心に一一
鈴木直子
はじめに
民間真)3に入ると上海で、は新劇活動が磁んになるが、一方伝統彦IJの勢力の強か
った北方においては、新車rJは蒋業的には成立せず、学校演劇の中で成長を遂げ
ていく。伝統麟の改良から始まり新劇活動を開始したのはまず天津であり、や
がて五回運動の影響を受け たちを中心に北京の各学校で新劇団が形成さ
れていく。
これまで、に北方で、の演劇活動がどう形成されていったのかを考察すべ
く、天津での法笑儀と戯劇改良社に着目した論文(lJや、天津南関学校の新産IJ
簡や北京大学新劇自に関する論文(2)をまとめたが、北京において北京大学新
車IJ問よりも早い時期から演劇活動を行っていたのが本論で取り上げる清華学校
である s
19] 
つ
によって創設された清華学校(最初は清華学
となる)では創立以来、 による演劇活動が盛ん
j実劇活動は1913年から行われ、 1919年に新劇団が起こ
い。英語を学ぶという学校の性質上、英語劇の上演
以外に、それに敬った新離の創作も試みられてきた。学校を挙げての演劇コン
クールを開鑑するなど、規模も回数も多く盛んであった。
そして、清華学校の新劇を担っていた初期の中心人物が洪深である。清華学
校の演劇活動は彼のような後の演劇界、映画界を背負う人物を輩出しており、
創作面でも人材記でも、中i童話離の創出に貢献したと言えるだろう。
本論ではこのj青葉学校における新劇活動の沿革を整理し、中心人物となった
洪深に蕎自し、その初期の作品『黄民'惨劇』の分析を通して、同時期の文明戯
作品、他校の新劇作品との違いを検証したい。
1. j喬華学校での演劇活動
補筆学校の演劇に関しては以下の先行研究がある。黄延復の f二三十年代清
(39) 
葉校i意文化~ i:3lと張玲露の「論早期清華I~'J文芸社団及其:刊行物J(りであるが、
黄の著作はj奇襲学校史の中で演劇活動について述べたものであり、張論文はj奇
襲学校の文芸団体について調査し整理したものである。ヰ;節ではこの二論文を
基に、?青葉学校の演劇活動を概観しておく。
清華学校は創立時から毎学期演劇大会を開催し、 1921年までの十年間に百
以上の劇を上演した。黄論文によれば、清華学校で演劇が盛んとなった理由と
して、学生が全国各省より集まり、言語簡での隔たりが生じたため、演説や演
劇が言語習1線、つまり宮誌の練習の良い;手段となったためだという ο
1913年から毎年クリスマスに演劇コンクールを開催し、それ以外に大1毎日
や新年にも演劇の上演を行った。
1916年9月には遊芸社が成立する。この遊芸社は演劇と帝楽との二部門を置
き、従来の学年を単位とするコンクールを止め、演劇活動を全校の共問事業と
し、脚本から上演に至るまでの一切を管狸した。羅発組、!珪栴僧という二人が
演説・音楽南部の部長となったが、後に林志爆を社長、!笥…多を副社長とし、
額一多が編演部の総経理(責任者)に就任するの
1919年2月には呉捧震の提案により遊芸社は新劇社に改組され演劇創作と上
演に専念することになる。新劇社は1919年4月5日、 6日i時日、第…舞台に於
いて f我先死~ WIÎ1!髄斜~ W是可忍、~ W得其所哉』を上演し好評を博した。 1919
年から 1920年にかけて、『醒谷進歩~ [War and Peac匂J [希望~ [難民之景
況AWRow Christmas was Saved~ といった演目を上演したという。
この新豪IJ社の統括審となったのがやはり間一多で、新劇社は編演部(編露ljと
演出)、庶務部(セット、化粧、総務)とに分かれ、編集会制度を実行し、創
作や脚本の修訂を討論した。
1921年11月になると、各文芸i歪体が合併し、清華文学社に統合され、文学
社の中に戯劇組が組み込まれた。清華文学社には詩歌、戯劇、小説の三組があ
ったという。文学社の書記が間一多、幹事を梁実秋が務め、李迫俊、顧銃3秀、
護桓等が発起人であった。このうちの李が戯劇組の中心となり、毎年…度中宙
産IJを上演し、年末に実施すること、また開校記念日には西洋劇を上演すること
を決め、校内の一切の戯劇事業は必ず、戯劇委員会の承認を得なければならなか
った。新劇社が文学を中心に活動する文学社の中に戯劇綴として設置されてか
らは、実際の上演活動は相当減少し、活動の重点はj裁劇理論の探究方面へと寵
かれることとなった。
1922年春には戯劇社が独立して成立する。この時は社員70名以上にものぼ
(40J 
り、幹事に前述の程極、書記は関一多であった。
以と?青紫学校の演劇活動の沿革を見てきたが、初期の段階で演劇活動を活発
に行っていたのが洪深(在学期間:1912-1916)であるの次節では洪深につ
いて整理しておく。
2. ~呉~日記』に見る洪深の演劇活動
洪泳i(1894-1955)は中間話離において先駆者ともいえる劇作家、演出家
である。江蘇省常州、i出身でj二海育ちだが、官僚である父が直隷に赴任すること
となったため1908年に j二海から天、津に移転し天津府学堂に入学した。上海や
天津時期]に在笑僕の改良新顔や文明戯に触れ、 1909年に成立した南関学校の
新劇切の 1I尊も耳にしていたという問。 19121:j三に清華学校に進学。同校在学中
に議IJ作、上演を手掛け、『怪盗ロピンフ、ソド'~ (1914年)、『梨売人(梨を売る
人)~ (1915年)、『貧民惨劇~ (1916年)などの劇を創作した。このうち『貧
民惨劇』については、第三節で詳しく述べたい。
洪探のi奇穿:学校時代に関しては、『洪深研究専集~ (6)や「洪深学生時代的戯
劇活動J(7)に詳しく、また清撃の向級生呉窓の日記にも?青葉学校での演劇の様
々登場する i
日記~ (以下『日記』と略)から;青葉学校の演劇の様子を伝える部分を
紹介する
191 日)の日記には、クラスメイトの演劇の様子が書かれ
ている。
i晩、食設にてクラスメイトの瀦劇を観る。中留の!日風俗を演じたもの
で、援寿(誕生祝い)、入襲、赴考(科挙に赴く)、結婚の4つの話だ。中
間の情事が非常に長い、各役者もみな良く、諮諺を奔することといったら
絶妙である。その服飾の華美、衣装や道具の精巧さは、思うに上海漢口の
来IT劇団でも及ぶまい。しかも学生の知識も高いため、世の新劇家の口上や
動作よりも勝っており、消費に耐えるものである。この劇は元々アメリ力
学生訪問団のために準備したものだが、彼等が来られなくなり、遂に今晩
上演の運びとなったの (9)
晩、在食堂波向学演尉、所演方中霞!日日民俗、うち沃寿、人熟、赴考、
結婚四大段。中間情事基佳、各科魚色皆称、 i友i皆笑25元不人妙。至其装備
之宇美、衣物之精工、吾以方此之炉双之新尉題、有i立之元不及。商学生知
浜校高、故比?立中新脳家口吻形貌更高出一簿、船人?再選。此岩tl原告方美国
(41) 
学生訪7・j芳間賠J:l:， )言此閣不来，遂子今晩演之。
このiヨの劇は「八時に始まり、十二時に終わるJ とあるから、 41時間にも及ぶ
大作である。 清翠学校の演劇は主に授業の無い週末(特に土!躍EJ)に行われて
いたようだ。「クラスメイトのi寅彦むというから、恐らく洪深もこの中に含ま
れていたのではないだろうか。
また洪深の 1霞盗ロビンブツド~ (1914年)については、「洪深小伝J(10)に
よれば、「露IJのストーリーは1深い森林で発生するため、彼は大胞にも校内の
丘林の密集する場所を劇場とし、 1林渓流の風景を借りたため、情景は真に迫
り演出効果も非常に良かったj という。 ~8記』にもその詳細があり、初めは
1914年6月6日(土曜日)に上演したが、前が降り tilしr:j=l止となり、 6月8日
(月曜日)に再演したという (11)。場所は蓮花池のほとりで、開演時間は夜81]寺
であり、 8日の再績を呉容は「極めて良いj と述べている。
f世に洪深の演劇に関して『日記』では『五{命i濁~ (1915年1月161ヨ上演)を
「意患尚{圭(まあ面白い)J と評価している(12)。
3. [i'貧民惨欝~ (1916年)
洪深の清華時期の演劇では『梨売人(梨を売る人)~ (1915年)がその年の
冬に戯劇コンクーJt，.で一等を獲得している (IS)o. 翌年の1916年2月に洪深が書
いた『貧畏惨劇~は当時の上演の記録があり、脚本自体も『洪深文集~ (こ
収録されている。
E貧民惨劇』の主人公主一声は絡福な家庭に生まれながら潤親を亡くし、学
業にも仕事にもつかずに生きてきたため、貸しい生活を送っている。!笥i揺の患
者にそそのかされ、賭博に明け暮れ、借金もかさむ…方。遂には;悪者たちの入
れ知恵で、自分の妻と子を売る羽自にi鳴る。子は幸い善人が引き取ることにな
るが、妻は妾として売られた後に命を絶った。妻子を売って得た金も賭博で編
し取られ、叔母を殿った罪から十年の苦役を強いられる。他の登場人物も車夫
や物乞い、遊民などであり、貧民の悲惨な暮らしを訴える作品で、ある。
この作品の上演は『大公報~ (天津版)によれば1916年2月 26日及び3月4
自のこ娩であった(15)。以下は「清華学生之菜IT劇」という記事である。
北京清華学校学生は近く碍校の左側に貧民小学を増設するが、経費不足
により特別に新車IJを創作しチケット代をこれに充てる。すべての舞合セッ
トや扮装には美術商装を用いる。今月二十六日及び三月四日陪u免北京東城
青年会を借りて上演。入場券は北京青年会が代理販売。ム一枚一'元。
(42) 
北京消年学校学生近?弘子核校友近増没貧民小学…所以後費不敷特繍演
新m1j傍券集款…切布景扮Jj1;11均用美ァ~笛装限定子本月二十六母及三月間訪問
i則i安坐北京五城i玄青年会芥演人坐券fiPI主北京青年会代倭毎抜取{章一元。
『貧民惨!豪IJ~ の上演は好評で、多くの名士たちが観劇に訪れ、たくさんの募
金を集めた。この摩IJは上演のi療に「芝居が上手だ包が容姿はそれほど美しくはな
い男子学生朱君に主人公王 ω 叫声の妻を演じさせたJ{](けそうだが、洪探は外見で
はなく演技力で配役をしていたこと、また女子学生が当時は不在なので男子学
生が女役を演じたことが分かる。
題材方面でも「貧民の生活状況を空想や誇張を交えず、できる眼り写実的に
;詰いたJ(17)と評価される作品だが、文明戯や南開業~劇団との一番の違いは台認
であろうの台高jは登場人物の対話で進められていくのだが、一人の台詞がほと
んど…行であり、長くても三行税度、しかも匂が短くテンポが良いっ全く口語
スタイルの演劇である。文明戯の作品が文語調を交え、長台詞や説明口調であ
る点とは明らかに異なり、洪深の『貧民惨露Ú~ の台詞は状況や登場人物の性格
を伝えながらも、説明識にはならず、非常に明確で簡潔なのである。
劇の構成は全五築で、次のようになっている。
第一幕館市(J薪門)、第二幕引(街市)・求告、第三幕引(街市)・妻
五幕の最初の場に「号IJを設定し、場所は「街市j
(1髭)の一額所にj主i定される今この句IJというのはプロローグに相当するも
のであり、この場を設定することで、各幕の状況説明を行い、次の場への橋渡
しとなっている。月Jの場があることで、文明戯では合認中において抱翠し
ていた説明部分を、持者民惨劇』では場として演じることで読覚的に観客が状
況判醗できるのであり、次の場に自然に展開していけるのである Q
場面構成以外に詑回すべきなのは、「自在j とする部分である。文明戯では
間意IJで穫期されるような「介J(しぐさ)や「額足J (地盟駄を踏む)という動
作指示が多い。泣く時や笑う時には「英介Jr笑介j という指示をするが、洪
深の f貧民惨麟』では喜怒哀楽つまり感情と「介j とを分けている。喜怒哀楽
や表'溝、声のトーンに隠しては台詞の前に r(突)J r(笑)J r (演)J r (低)J と
され、「介Jにあたる部分は台認の後に括弧で表される。例えば第三幕で
売られた妻を張三が連れて行こうとする場面で、玉の妻が結婚証明書を;燃やそ
うとするのだが、張三の「よし!俺が代わりに燃やしてやる。」という台詞の
護後に「焼介J (燃やす)というように使われる。
(43) 
また『貧民'惨劇』では台認の前後に括弧内で表される動作指示とは月Jjに
;主j を{すけている。最初j の、 I~司幕 Il寺の「自注J を見てみよう。
使用人が人力車に乗っており、こじきが追い、走る。使用人は備わず、走
るの哀願。
[1き注]人力車で I~f:l幕するのは、一つには綴客に注目させるため、二つに
は全麟の雰!盟気を浮かび上がらせるため、所謂で、あるQ(18)
介入乗入力卒上 I記号線路， {ト人不理， 2ι 哀告。
[自注]以人力卒芳場、一刻令波者間]IH 注目、二則娯托会郎、所Ì:I~
Atmosphelモ。
「自注」前の指示も簡潔であり、「自控Jでは閉幕や麟全体の構成を示i唆してい
る。
他にもタバコや錬など舞台指示や道具に関するものや、登場人物の性絡、話
し方や感情を描-写するもの、台認の伏線 (1伏筆」という で表される)を
持に英単語を交えながら指示している。洪深の『貧民惨劇』という作品が従来
の伝統劇のスタイルとは異なり、動作と感情とを明確に分けていること、また
「自注」には舞:台演出の意図を表明していることから、洪深はすでに
の時期から演出家としての編劇手法を持っていたといえるだろう。
終わりに
以上、議華学校での演劇活動の概略と、洪深の f貧民惨麟』を例にみてき
たo W貧民穆豪!j.!] から 当時の日本の新派離の影響を受けた文明戯作品
日本の作品の翻案劇が多い)や、天津の南関学校の新車ljでは、{乍i誌の内容や動
作指示、 ト書きにまだ!日劇の名残があるのだが、洪深の作品にはそれらがあま
り見られず、逆に西洋劇の翻案ではないかと思えるほど展開がスムーズであ
る。また編劇には演出家としての萌芽が見られるが、清華学校の演劇は欧米留
学生を養成するという学校の性質上、英語劇や西洋劇を模範として始まったの
であり、洪深は西j羊劇の編劇方法を踏襲しているといえる。
本稿では清華学校時期の演劇活動と洪深の『貧民惨!封』にのみ言及したが、
洪深以外に間一多も清華学校の演劇活動を担った一人として挙げられる。!詔一
多と清華演劇について、また、彼等の清華卒業後のアメリカ留学時期の演劇活
動について(特に洪深はハーバード大学で、演劇を専攻した最初の中宙人留学生
となった)は別稿で論じたい。
(4) 
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(7)葉延復紫、 f人民i戯露IJA19811:j:8期。
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(9) 記Ap.818会
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(12) rí[ヨ記~ p'::389会
(18) ~専築JJ iこ同じ併なお t梨売人』という作品註1933年に出版された単行本 f五室
構Jl (現代書箱)に収録されてし1るが、筆者未見。あらすじは次の通号。梨売りが
選者JlO)家の前を通りかかると、その家の使用人たちが勝手に梨を食べ、代金を払わ
右:い{まかりか梨，克号令駿るの家の主人{こ訴えると今度は主人の息子が出てきて事の
次第を問うが、患子も梨をただ食いし、さらには梨売りを役所に連行させ告訴する。
豪紳が出廷して来て、またしても梨をただ食いし、梨売りを牢獄に押し込めてしま
っ9
(14)噌j奨学生季報』第?巻第2期 (1920年6月)収録。 f洪深文集z第 1巻(中富戯
車IJ出版社 1957年〉にも収録されている。
(15) [大公報J (1916年 2Pl141ヨ)第 200の「京兆J記事による。
(16) r専築Jo
(17) [専集3参照合
(18) [洪深文集』第一巻(中間戯壊IJ出版社 1988年)所Jj又『貧民惨劇Jp.5参照。
(早稲田大学演劇博物館)
(45) 
